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　新しい知識、技術、行動を学習することは、社会に参加し
て貢献するために不可欠です。しかし、学習が苦手、または
心身に障害を持つ学習者のための個別学習支援は、時間と資
源の限界があります。そこで、学習者の行動や生体信号デー
タを収集・分析し、個別の学習を支援することに着目します。
長期的な目標は、注意力、読解力、行動の変化などの学習プ
ロセスに関して、知覚または感情がパフォーマンスに与える
影響を理解することです。特に、個別学習者の学習進捗を予

　私の研究は、典型的な学習者だけでなく、神経発達障害を
持つ学習者、高齢の学習者、または身体障害を持つ学習者を
対象としています。身体的・精神的な状況に関わらず、人々
が生涯学習を続けるように支援することが研究方針です。

　技術の発展は人々の人生を変えてきました。 ますます様々な
技術が日常生活を変化させていきます。 技術がより良い影響を
与えるように、人間と技術、そして情報の相互作用を研究し
ます。

｜  メッセージ

測し、ロボットやバーチャルリアリティなどのテクノロジー
を介して学習環境を制御することで、人々の知覚や感情を変
化させ、効果的に個別学習支援を可能にすることです。

1.  Human-Robot Interaction Community https://humanrobotinteraction.org/
2.  IEEE Education Society https://ieee-edusociety.org/
3.  Cognitive Science Society https://cognitivesciencesociety.org/
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